
         

不
健
康
麻
雀
教
室 

          



梗
概 

 

健
康
麻
雀
教
室
の
講
師
の
高
橋
（3

1

）
は
年
配
の
生

徒
た
ち
に
麻
雀
を
教
え
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。 

 

教
室
で
は
頭
の
弱
い
若
者
の
山
崎
（2

8

）
が
可
愛
が

ら
れ
て
お
り
、
お
調
子
者
の
山
崎
は
麻
雀
の
強
い
秋

子
（8

5

）
を
ベ
タ
褒
め
し
、
麻
雀
の
下
手
な
タ
ケ
オ

（9
0

）
を
笑
う
。 

 

そ
の
日
も
麻
雀
教
室
は
無
事
終
わ
っ
た
が
、
夜
に
な

っ
て
も
秋
子
が
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
孫
の

さ
や
（1

9

）
が
心
配
す
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
秋

子
が
放
心
状
態
で
帰
っ
て
く
る
。 

 

事
情
を
聞
く
と
、
秋
子
は
山
崎
か
ら
賭
け
麻
雀
を
誘

わ
れ
、
山
崎
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
イ
カ
サ
マ
に
よ
っ

て
大
金
を
む
し
り
取
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。 

 

山
崎
の
本
性
を
知
っ
た
高
橋
は
憤
慨
し
、
金
を
返
す



よ
う
に
詰
め
寄
る
が
、
山
崎
は
「
麻
雀
で
取
り
返
し

た
ら
い
い
」
と
挑
発
す
る
。 

 

そ
こ
で
高
橋
は
麻
雀
に
覚
え
の
あ
る
ス
ピ
ー
ド
ワ
ゴ

ン
小
沢
（
本
人
出
演
）
を
連
れ
て
山
崎
へ
勝
負
に
臨

む
も
、
惨
敗
。 

 

一
同
が
困
り
果
て
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

現
れ
た
タ
ケ
オ
が
「
俺
が
勝
負
を
引
き
受
け
る
」
と

い
う
。
戸
惑
う
高
橋
を
よ
そ
に
タ
ケ
オ
は
山
崎
の
ア

ジ
ト
へ
と
乗
り
込
む
。 

 

タ
ケ
オ
と
山
崎
と
の
勝
負
が
始
ま
り
、
開
始
早
々
天

和
を
あ
が
る
タ
ケ
オ
。 

 

一
同
が
騒
然
と
す
る
中
、
タ
ケ
オ
が
イ
カ
サ
マ
技
の

ツ
バ
メ
返
し
を
し
て
い
た
こ
と
を
高
橋
は
見
逃
さ
な

か
っ
た
。 

 

そ
の
後
も
タ
ケ
オ
は
山
崎
を
寄
せ
付
け
る
こ
と
な
く



勝
ち
続
け
る
。
そ
の
姿
は
雀
鬼
そ
の
も
の
だ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
タ
ケ
オ
は
山
崎
か
ら
金
を
取
り
返
す
こ
と

に
成
功
す
る
。「
何
者
な
の
か
？
」
と
尋
ね
る
高
橋
を

背
に
タ
ケ
オ
は
風
の
よ
う
に
去
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。 

               



《
登
場
人
物
》 

 

人
物 

高
橋
（3

1

） 

健
康
麻
雀
教
室
の
講
師 

秋
子
（8

5

） 

健
康
麻
雀
教
室
の
生
徒 

山
崎
（2

8
） 

健
康
麻
雀
教
室
の
生
徒 

さ
や
（1

9

） 
秋
子
の
孫 

 

小
沢
一
敬 

 

本
人
出
演 

山
寺 

 
 

 

山
崎
の
仲
間 

山
城 

 
 

 

山
崎
の
仲
間 

 

タ
ケ
オ
（9

0

） 

健
康
麻
雀
教
室
の
生
徒



- 1 - 

 

○
雑
居
ビ
ル 

ガ
ラ
ス
窓
に
「

健
康
麻
雀
教
室
」
の

看
板
。 

 

○
健
康
麻
雀
教
室
・
中 

生
徒

ら
が
卓
を

囲
ん
で
麻
雀
を
し
て
い
る
。 

年
寄

り
が
多
い
。 

壁
に
「
賭
け
な
い
、

飲
ま
な
い
、
吸

わ
な
い
」

の
ポ
ス
タ
ー
。 

高
橋
（3

1

）
、
卓
を
見
回
っ
て
い
る
。 

あ
る

卓
に
山
崎
（2

8

）
と

秋
子
（8
5

）
と
タ
ケ

オ
（9

0

）
。 

山
崎
、
い
か
に
も
頭
の
弱

い
感
じ
。 

山
崎
「
（
や
っ
て
き
た
高
橋
へ
）

先
生
！
」 

高
橋
「
ん
」 

山
崎
「
丸

の

9

と
、

棒
の

4

、
ど
っ
ち
を

捨
て
た
ら

い
い
で
す
か
？
」 

高
橋
「
（
手
牌

を
見
て
）9

筒
と

4

索
か
。9

を
捨
て

て
ご
ら
ん
。
タ
ン
ヤ
オ
に
な
る
よ
」 

高
橋
「
（
気
づ
く
）
ほ
ん
と
だ
！
」 

高
橋
、
手
牌
か
ら

9

筒
を

捨
て
る
。 
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秋
子
、
山

か
ら

牌
を
ツ
モ

り
、
楽
し
げ
に

自
分

の
手
牌
を

眺
め
て
い
る
。 

山
崎
「
先
生
、
秋
子

さ
ん
、
す
ご
い
ん
で
す
よ
」 

秋
子
「
（
に
こ
り
）
」 

山
崎
「
一
回
も
振
り

込
ま
な
い
ん
で
す
」 

高
橋
「
す
ご
い
な
。

秋
子
さ
ん
は
す
っ
か
り

上
級
者

だ
」 

秋
子
「
（
嬉
し
い
）
」 

山
崎
「
そ
れ
に

比
べ
る
と

タ
ケ
オ
さ
ん
は

ダ
メ
で
す

ね
」 

高
橋
「
何

が
ダ
メ
な
の
？
」 

山
崎
「
さ
っ
き
か
ら

全
部
振
り

込
ん
で
ま
す
」 

タ
ケ
オ
「
（
呆
け
た
表
情
）
」 

高
橋
、
山
崎
ら
の
卓
を
離

れ
る
。 

高
橋
、
和

や
か
な
雰
囲
気

で
麻
雀
を
す
る

生
徒

ら
を
眺
め
、 

高
橋
「
（
微
笑

ま
し
い
）
」 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
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無
人

の
教
室
。 

窓
か
ら
夕
日
が

差
し
込
ん
で
い
る
。 

 

○
同
・
事
務
室
（
夕
） 

高
橋
、
机

で
帳
簿
と
格
闘

し
て
い
る
。 

高
橋
「…
タ
ケ
オ
さ
ん
、

今
月

も
月
謝
未
納

か
。
困

っ
た
な
あ
」 

机
の

上
の
電
話

が
鳴
る
。 

高
橋
「
（
出

る
）
は
い…

あ
、
ど
う
も
。
今
日

の
教
室

は
も
う
に

終
わ
り
ま
し
た
が…

え
？
」 

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
室
内 

声
「
ロ
ン
。
大
三
元
。4
8

0
0

0

」 

山
崎
、
手
牌
を

開
く
。 

手
牌

は
大
三
元
。
役
満
だ
。 

卓
に
は
、
山
崎
、
山
寺
、
山
城
、
そ
れ
に
秋
子
。 

振
り
込
ん
だ
の
は
秋
子
。 

秋
子
、
財
布
を

取
り
出
す
。 

秋
子
、
山
崎
に

金
を
渡
す
。 

山
崎
「
（
に
こ
り
）
秋
子
さ
ん
、
こ
う
や
っ
て

プ
ラ
イ
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ベ
ー
ト
で

打
つ
の
も

楽
し
い
で
す
よ
ね
え
。

誘
っ
た

甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」 

秋
子
、
三
人
の
男
に
囲
ま
れ
て
委
縮
し
て
い
る
。 

 
○
秋
子
の

家
・
中 

さ
や
（1

9

）
、
受
話
器
を
手

に
話

し
て
い
る
。 

さ
や
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ま
だ
が
家
に
帰

っ
て
こ
な

い
ん
で
す
」 

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
室
内 

声
「
ロ
ン
。
国
士
無
双
」 

山
崎
、
手
牌
を

倒
す
。 

山
崎
「
い
や
あ
。
ツ
イ
て
る
。
ち
ょ
う
ど

四
枚
目
の

1

筒
を
ツ
モ
っ
て
聴
牌
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
」 

秋
子
「…

あ
ー
ま
た

負
け
ち
ゃ
っ
た
」 

秋
子
、
財
布
を

取
り
出
す
。 

秋
子
、
山
崎
に

金
を
渡
す
。 

秋
子
「
困

っ
た
ね
え
。
お

金
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

（
と
嘆
く
）
」 

山
崎
「
大
丈
夫

で
す
よ
。

秋
子

さ
ん
の
腕

が
あ
れ
ば
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取
り
返
せ
ま
す
よ
」 

秋
子
「
そ
う
か
ね
え
。
で
も
も
う
お

金
が
な
い
よ
」 

山
崎
「
じ
ゃ
あ
、
こ
う
し
ま
し
ょ
う
。
秋
子

さ
ん
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

と
暗
証
番
号
を
賭
け
れ
ば
い
い

で
す
よ
」 

秋
子
「
う
ー
ん
。
困

っ
た
ね
え
」 

秋
子
、
仕
方
な
く
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
取
り

出
し
て
卓

の
上
へ
置

く
。 

山
崎
「
大
丈
夫

で
す
よ
。

秋
子

さ
ん
は
僕

よ
り
ず
っ

と
強
い
ん
で
す
か
ら
（
山
寺
ら
へ
目
配
せ
し
て
、

笑

う
）
」 

 

○
秋
子
の

家
・
中
（
夜
） 

さ
や
、
電
話
口

で
う
ろ
た
え
て
い
る
。 

さ
や
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ま
だ

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
」 

高
橋
の
声
「…

心
配

だ
な
。
僕

の
ほ
う
で
も

他
の
生

徒
た
ち
に

連
絡
し
て
い
る
の
だ
け
ど…

」 

玄
関

で
物
音
が
す
る
。 

さ
や
「
あ
」 

さ
や
、
玄
関
へ

急
ぐ
。 
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秋
子
、
玄
関
口

で
疲
れ
切

っ
た
様
子

で
立
っ
て

い
る
。 

さ
や
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！ 

ど
こ
い
っ
て
た
の
？
」 

秋
子
「
（
孫
の
顔
を
見
る
な
り
涙

が
出

て
く
る
）
」 

さ
や
「…

？
」 

 

○
健
康
麻
雀
教
室
・
中
（
翌
日
） 

高
橋

と
山
崎
、
対
峙

し
て
い
る
。 

さ
や
、
高
橋
の
隣
で
山
崎
を

睨
み
つ
け
て
い
る
。 

山
崎
、
卓

の
椅
子
に
無
造
作
に
座
っ
て
い
る
。 

山
崎
、
す
っ
か
り
顔
つ
き
が

悪
く
な
っ
て
い
る
。 

高
橋
「
騙

さ
れ
た
よ
。
君
が
そ
ん
な

人
間

だ
っ
た
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」 

山
崎
「
い
や
だ
な
あ
。
僕
は
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
お

金

を
か
け
て

教
室
の
仲
間
と
麻
雀

を
し
た
だ
け
で
す
よ
」 

高
橋
「…

秋
子
さ
ん
に
金
を
返

す
ん
だ
。

警
察
沙
汰

に
は
し
た
く
な

い
」 

山
崎
「
先
生
、
脅
し
て
る
ん
で
す
か
？
」 

高
橋
「…

」 

山
崎
「
先
生
、

よ
く
な
い
で
す
よ
。

生
徒

の
プ
ラ
イ
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ベ
ー
ト
に

干
渉
す
る
の
は
」 

高
橋
「
先
生
と
呼
ぶ
の
は
よ
せ
。
君
は
も
う

私
の
生

徒
じ
ゃ
な
い
」 

山
崎
「
ひ
ど
い
な
（
と
お
ど
け
る
）
」 

さ
や
「
今

す
ぐ
お
金

を
返
し
て
く
だ
さ
い
」 

山
崎
「
ま
。
ど
う
し
て
も

返
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

な
ら
、
そ
う
で
す
ね
、
先
生
が

勝
負
で
取

り
返
せ
ば

い
い
で
し
ょ
う
」 

高
橋
「…

ど
う
い
う
こ
と
だ
」 

山
崎
「
言
葉
の
通
り
で
す
」 

高
橋
「
私

が
立
場
上
賭
け
麻
雀

を
で
き
な
い
こ
と
は

知
っ
て
い
る
は
ず
だ
」 

山
崎
「
（
あ
ざ
笑
う
）
聖
人

ぶ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。

麻
雀
プ
ロ

っ
て
の
は

い
つ
か
ら

清
廉
潔
白

に
な
っ
た

ん
で
す
か
」 

高
橋
「…

」 

山
崎
「
先
生
、

あ
な
た
も

麻
雀

の
腕
一
本

で
や
っ
て

る
プ
ロ
な
ん
で
し
ょ
？ 

麻
雀

で
失
っ
た

金
は
麻
雀

で
取
り
返

せ
ば
い
い
」 

山
崎
、
不
敵
に

笑
う
。 
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高
橋
、
山
崎
を

睨
む
。 

高
橋
「…

わ
か
っ
た
。
そ
の
代

わ
り
こ
っ
ち
も
一
人

連
れ
て
い
く
ぞ
」 

山
崎
「
ご

自
由
に
」 

山
崎
、
立

つ
。 

山
崎
「
じ
ゃ
、

楽
し
み
に
し
て
ま
す
よ
」 

山
崎
、
去

っ
て
い
く
。 

さ
や
「
（
心
配
）
」 

高
橋
「
（
笑
う
）
大
丈
夫
。
知
り

合
い
に
腕

の
立
つ
人

が
い
る
ん
だ
」 

高
橋
、
ス
マ
ホ

で
電
話
を
か
け
る
。 

高
橋
「
あ
、
小
沢
さ
ん
？ 

い
え
、

甘
い

言
葉
と
か

い
い
で
す…

相
談
し
た
い
こ
と
が
」 

 

○
山
崎
の

マ
ン
シ
ョ
ン
・

外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
室
内 

小
沢
、
卓

で
う
な
だ
れ
て
い
る
。 

高
橋
、
隣

で
歯

を
噛
み
し
め
て
い
る
。 

山
崎
、
封
筒
を

手
に
し
て
い
る
。 



- 9 - 

 

山
崎
、
中
身
の

札
束
を
数

え
は
じ
め
る
。 

山
崎
、
数

え
終

え
る
と
封
筒
を
懐
に

入
れ
る 

山
崎
「
（
高
橋

へ
）

先
生
、
毎
度

あ
り
」 

 
○
健
康
麻
雀
教
室
（
翌
日
） 

高
橋

と
さ
や
、

深
刻
な
面
持
ち
。 

高
橋
「
さ
や
ち
ゃ
ん
、
す
ま
ん
（
と

頭
を

下
げ
る
）
」 

さ
や
「…

」 

高
橋
「
相
手
は
裏
世
界
で
生
き
る
イ
カ
サ
マ

師
だ
。

コ
ン
ビ
打

ち
を
さ
れ
て
歯
が
立

た
な
か
っ
た
」 

さ
や
「
（
決
心

し
て
）
私
、
あ
い
つ
等
に
会

っ
て
き
ま

す
！
」 

高
橋
「
会

っ
て
ど
う
す
る
？
」 

さ
や
「
頭

を
下
げ
て
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
金
を

返
し
て
く
だ
さ
い
と

頼
ん
で
み
ま
す
。
悔

し
い
け
ど

そ
れ
し
か
（
と
う
つ
む
く
）
」 

高
橋
「
（
や
る
せ
な
い
）
」 

声
「…

お

嬢
さ
ん
、

待
ち
な
」 

入
口

に
タ
ケ
オ

が
立
っ
て
い
る
。 

高
橋
「
（
驚
く
）
タ
ケ
オ

さ
ん
？
」 
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タ
ケ
オ
「

そ
の
勝
負
、
俺

が
引

き
受
け
る
」 

高
橋
「…

何
い
っ
て
る
ん
で
す
か
。

勝
負

も
何
も
、

タ
ケ
オ
さ
ん
は

麻
雀
初
心
者
じ
ゃ
な
い
か
」 

タ
ケ
オ
「

教
室
で
や
る
よ
う
な
お
遊
び
の

麻
雀
で
は

本
気
は
出

せ
ん
よ
」 

高
橋
「…
」 

タ
ケ
オ
「

先
生
よ
、
あ
ん
た
は

人
は
い
い
が

腕
の
方

は
イ
マ
イ
チ
だ
な
」 

高
橋
「…

」 

タ
ケ
オ
「

教
室
じ
ゃ

効
率
だ
の

確
率
だ
の
、
そ
ん
な

こ
と
ば
か
り
教
え
て
い
る
が
、

生
き
死
に
の

世
界
じ

ゃ
そ
ん
な
も
の
は
通
用
せ
ん
」 

高
橋
「…

」 

タ
ケ
オ
「

お
嬢
さ
ん
、
こ
こ
は

俺
に
任
せ
て

奴
ら
の

ア
ジ
ト
を

教
え
て
く
れ
」 

さ
や
「…

私
も
い
き
ま
す
！
」 

高
橋
「
お
、
お
い…

」 

さ
や
「
私

も
あ
い
つ

等
を
！ 

あ
い
つ
等

を
や
っ
つ

け
た
い
！
」 

タ
ケ
オ
「

し
ょ
う
が
ね
え
な
。
た
だ
し
勝
負

は
俺
一
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人
で
す
る
。
手
出
し

無
用
だ
ぜ
」 

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
室
内 

山
崎
、
山
寺
、
山
城
、
タ
ケ
オ
、
卓

を
囲
ん
で

い
る
。 高

橋

と
さ
や
、
タ
ケ
オ
の
後

ろ
に

立
っ
て
い
る
。 

高
橋
「
（
心
配
）
」 

タ
ケ
オ
、

ゆ
っ
く
り
と
牌

を
積
ん
で
い
る
。 

タ
ケ
オ
、
サ
イ
コ
ロ

を
振

る
。 

タ
ケ
オ
「
（
サ
イ
コ
ロ
の
目
を
見

て
）

俺
が

親
だ
な
」 

タ
ケ
オ
ら
、
山

か
ら
牌
を

取
っ
て
い
く
。 

タ
ケ
オ
、

配
牌

を
眺
め
る
。 

タ
ケ
オ
「
ツ
モ
」 

タ
ケ
オ
、

手
牌

を
開
く
。 

天
和

だ
。 

一
同
「
（
あ
然
）
」 

タ
ケ
オ
「

天
和
。4

8
0

0
0

」 

山
崎
「
な
、
何
だ
と…

」 

タ
ケ
オ
「4

8
0

0
0

だ
」 

山
崎
「
（
困
惑

す
る
）
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」 
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さ
や
「
今

の
っ
て…

」 

高
橋
「…

何
が
起
こ
っ
た
？
」 

タ
ケ
オ
、

手
牌

を
崩
す
。 

タ
ケ
オ
ら
、
洗
牌
す
る
。 

タ
ケ
オ
、

ゆ
っ
く
り
と
牌

を
積
ん
で
い
る
。 

タ
ケ
オ
、
サ
イ
コ
ロ

を
振

る
。 

山
崎
「
（
仲
間

へ
）
い
い
か
。
奴

の
手
か
ら

目
を
離
す

な
（
と
呟

く
）
」 

山
寺
、
山
城
「
（
頷

く
）
」 

タ
ケ
オ
、

手
牌

を
じ
っ
と

見
つ
め
て
い
る
。 

山
崎
「
早

く
打
て
」 

タ
ケ
オ
「

そ
う
焦
る
な
」 

タ
ケ
オ
、

じ
っ
と
手
牌
を

見
て
い
る
。 

高
橋
「
（
何
か
を
見
て
）
！
！
」 

山
崎
「
（
痺

れ
を
切
ら
し
て
）
お
い
、
い
い
加
減

に…

」 

タ
ケ
オ
「
ツ
モ
」 

タ
ケ
オ
、

手
牌

を
開
く
。 

天
和

だ
。 

一
同
「
（
あ
然
）
」 

高
橋
「…

一
瞬
だ
っ
た
」 
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さ
や
「…

？
」 

高
橋
「
三
人
の
視
線

が
わ
ず
か
に
タ
ケ
オ

さ
ん
か
ら

逸
れ
た
そ
の
一
瞬
の

隙
を
つ
い
て
」 

 
○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

タ
ケ
オ
、

目
に
も
と
ま
ら
ぬ
速
さ
で

ツ
バ
メ
返

し
（
手
牌

と
山
牌
を

入
れ
替
え
る
イ
カ
サ
マ

技
）
を

決
め
る
。 

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
室
内 

山
崎
「
（
叫
ぶ
）
じ
じ
い
、
何
者

だ
！
」 

タ
ケ
オ
「

天
和
。4

8
0

0
0

。
全
員
箱
割

れ
だ
な
」 

山
崎
「
ふ
ざ
け
る
な
！ 

イ
カ
サ
マ

だ
！ 

払
え
る

か
！
」 タ

ケ
オ
、
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら

煙
草
を
取

り
出
す
。 

タ
ケ
オ
、

煙
草

に
火
を
つ
け
る
。 

タ
ケ
オ
「
（
む
せ
る
）
」 

山
崎
「…

」 

タ
ケ
オ
「
イ
カ
サ
マ

だ
と
し
た
ら
何
だ
？
」 

山
崎
「
何

だ
と
？
」 
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タ
ケ
オ
「

今
時
己
の

腕
一
本
で

凌
ぐ
活
き

の
い
い
奴

が
い
る
と

聞
い
て
、
こ
り
ゃ
面
白
れ
え
麻
雀

が
打
て

る
と
思
っ
て
き
て
足

を
運
ん
で
み
た
ら
ど
う
だ
。

イ

カ
サ
マ
だ
か
ら

払
え
な
い
。
ソ
イ
ツ

が
そ
う
い
っ
た

ん
だ
な
。

イ
カ
サ
マ

だ
か
ら
払

え
ね
え
と
」 

山
崎
、
タ
ケ
オ

を
睨
み
つ
け
る
。 

タ
ケ
オ
、

悠
然

と
煙
草
を
ふ
か
す
。 

山
崎
、
タ
ケ
オ

へ
金
を
投

げ
捨
て
る
。 

山
崎
「…

い
い
だ
ろ
う
。
そ
の

代
わ
り
次

か
ら
は
オ

ー
ル
伏
せ

牌
だ
！
」 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 

タ
ケ
オ
ら
、
牌

を
裏
返
し
に
し
た
状
態
で
洗
牌

し
て
い
る
。 

タ
ケ
オ
、

目
を
つ
ぶ
っ
て

洗
牌
し
て
い
る
。 

高
橋
「
（
息
を
の
む
）
信
じ
ら
れ
な
い
」 

さ
や
「…

？
」 

高
橋
「…

タ
ケ
オ
さ
ん
、

洗
牌

し
な
が
ら

盲
牌
し
て

い
る
」 
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タ
ケ
オ
ら
、
積

み
終
わ
る
。 

タ
ケ
オ
、

牌
を

取
る
。 

タ
ケ
オ
、

煙
草

を
く
わ
え
た
ま
ま
手
牌
を
じ
っ

と
見
て
い
る
。 

タ
ケ
オ
、

せ
き

込
む
。 

弾
み
で
タ
ケ
オ

の
入
れ
歯

が
床
に
落

ち
る
。 

山
崎

ら
、
思
わ
ず
入
れ
歯

へ
目
が
い
く
。 

高
橋
「
（
タ
ケ
オ
の
手
元

を
見
て
）
！
！
」 

タ
ケ
オ
、

入
れ

歯
を
拾
う
。 

タ
ケ
オ
「

す
ま
ん
ね
」 

山
崎
「
じ
い
さ
ん
、

早
く
始
め
ろ
よ
」 

タ
ケ
オ
「
ツ
モ
」 

タ
ケ
オ
、

手
牌

を
開
く
。 

天
和

だ
。 

山
崎
「
（
愕
然
）
」 

高
橋
「…

ま
た
だ
。
ま
た

一
瞬

の
隙
を
つ
い
て
」 

 

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

タ
ケ
オ
、

目
に
も
と
ま
ら
ぬ
速
さ
で

ツ
バ
メ
返

し
を
決
め
る
。 
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○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
部
屋
の
前 

タ
ケ
オ
の

声
「
ツ
モ
」 

タ
ケ
オ
の

声
「
ツ
モ
」 

タ
ケ
オ
の

声
「
ツ
モ
」 

 

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
外

（
夕
） 

さ
や
、
大
事
そ
う
に

秋
子

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
握
り
し
め
て
い
る
。 

さ
や
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
金
、
戻

っ
て
き
た
よ
」 

タ
ケ
オ
「

ほ
ら
、
先
生
。

ツ
ケ

の
月
謝
代

だ
」 

タ
ケ
オ
、

高
橋

に
封
筒
を

渡
す
。 

タ
ケ
オ
「

先
生
、
短

い
間
だ
っ
た
が

世
話

に
な
っ
た

な
」 

タ
ケ
オ
、

立
ち

去
る
。 

高
橋
「
（
思
わ
ず
）
あ
な
た
は

一
体…

」 

タ
ケ
オ
「
（
振
り
向
い
て
）
通
り
す
が
り
の
、
麻
雀
小

僧
さ
」 

 

（
お
わ
り
） 


